
千葉市液状化対策推進委員会

― 第９回 ―

日時：平成２８年５月３１日（火）

１３：３０から

場所：美浜区役所 4階 講堂

1

議 題

１．真砂５丁目地区の検討について

２．モデル地区及び磯辺３丁目地区の

モニタリング調査について

2



第8回委員会指摘事項(P1) 3

１．真砂５丁目の検討について

4



検討箇所(P1) 5

千葉市付近の地形分類と沖積層基底地形(P2) 6



沖積層基底面図および人工地層基底面図(P2) 7

0

地盤性状(P3) 8



調査位置平面図(P3) 9

Ⅰ-Ⅰ 断面(P4) 10



Ⅱ-Ⅱ 断面(P5) 11

南北断面(P6) 12



27BM5-1 土性図(P7) 13

27BM5-2 土性図(P7) 14



各地層のN値分布(P7) 15

透水性と地下水水頭(P8) 16



真砂5丁目の地下水位(P8) 17

磯辺7丁目の地下水位(P8) 18



PS検層(P9) 19

土の動的変形特性(P9) 20



想定地震の大きさと判定図(P10) 21

○タイプ1：レベル1地震動 (八戸波)

○タイプ2：対策対象地震動 (KiK-net千葉)

○タイプ3：レベル2地震動 (東京湾北部)

H1とH2の関係(P10) 22



液状化判定結果27BM5-1(P11) 23

液状化判定結果27BM5-2(P11) 24



液状化判定結果27CM5-1(P11) 25

液状化判定結果27CM5-2(P11) 26



被災状況と液状化判定位置(P12) 27

本資料は個人情報保護のため画像処理を施しています

対象地域周辺の噴砂状況(P12) 28

資料提供 千葉大学



対策工法の選定(P12) 29

ガイダンスでは、公共施設・宅地一体型液状化
対策において、既存建築物を存置したまま効率
的に実施できる工法として、

①地下水位低下工法

②格子状地中壁工法

これらを検討することが望ましいとしている。

対策工法の選定(P13) 30

当該箇所の地下水位は、埋土砂質土(Fsc)、沖積砂質土(As1)、
洪積砂質土(Ds1)ともに同様な地下水頭を示し、各層の境界には
不透水層は分布しない。
当該箇所の地下水は北側の丘陵地から涵養されていると考えられ、
地下水位低下工法では効果が期待できない。
当該箇所では、格子状地中壁工法が妥当である。



格子状地中壁工法の効果(P15) 31

格子状地中壁工法の液状化抑制原理(P15) 32



公共施設・宅地一体型液状化対策工法における効果の目標値(P16) 33

格子状地中壁工法の性能規定(P16) 34



設計フロー(P25) 35

設計地震動(P17) 36

入力地震動(東京湾北部)



地盤の物性値(P18) 37

動的変形特性(P18) 38

B層、Fsc層

As1層

Ds1,Ds2層

Dc層



改良体の物性値(P19) 39

境界条件(P20) 40



解析メッシュの平面形状(P20) 41

解析メッシュ(P20) 42

CASE1

CASE2



境界条件、要素モデル、解析パラメータ(P21) 43

CASE1

CASE2

境界条件の設定 要素モデルの適用

マルチスプリングスモデルの解析パラメータ

パラメータ設定方法(P22、23) 44

CASE2

粘性土砂質土



FLIPの解析入力値(P24) 45

CASE1

CASE2

工法の特徴、施工手順(P25) 46

CASE1

CASE2



施工方法と改良仕様(P25) 47

CASE1

CASE2

改良下端深度の設定(P26) 48

CASE1

CASE2



格子状地中壁の模式断面図(P26) 49

CASE1

CASE2

解析結果(P28) 50

CASE1

CASE2

道路部、宅地部ともに高圧噴射工法(施工法2)を用いた
道路外側単列配置(CASE-2)を採用案とした



配置平面図(P29) 51

CASE1

CASE2

委員会での指摘を踏まえ再度検討した結果、格子状地中壁の改良体を追加しましたので、
シートNo51～53の図面と真砂５丁目地区事業計画（案）の工事費を変更しました。
・道路部施工本数 変更前 ２２９本 → 変更後 ２６７本
・工事費 変更前 ３３４，０３３千円 → 変更後 ３６８，３５６千円

配置平面図(P30) 52

CASE1

CASE2



真砂5丁目地区事業計画案(P32) 53

CASE1

CASE2

(単位　：　千円)
公共施設部分 戸建部分

工種 種別 細別 規格 単位 員数 単価 金額(全体) 金額 金額

純工事費

地盤改良工 道路部 式 1 133,570

宅地部 式 1 65,035

構造物撤去工 道路部 式 1 3,453

仮設工 道路部 式 1 10,275

付帯工 宅地部 式 1 281

共通仮設費 道路部 式 1 26,130

宅地部 式 1 6,844

小計 245,589 173,428 72,161

5)交付対象事業の概算事業費
368,356千円

6)土地所有者等の負担額

7)その他必要事項
同意状況等
所有権者10人

(内同意　　人)

現場管理費 式 1 59,357 41,448 17,909

工事原価 式 1 306,996 216,927 90,069

一般管理費 式 1 34,074 23,793 10,281

工事価格 式 1 341,070 240,720 100,350

消費税額 式 1 27,286 19,258 8,028

工事費計 368,356 259,978 108,378
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液状化対策事業区域現況

１）概要

　対象区域の面積　3,200m^2

　液状化層厚　3.5m

　地下水位高　GL-1.5m

　対象区域の人家戸数　10戸

　被害が発生する恐れのある

　公共施設 市道真砂45号線

2)計画期間

　平成28年12月～平成29年10月

3)公共施設と宅地との一体的な液状

化対策の内容

　格子状地中壁工法

4)市街地液状化対策推進事業におい

て行われる交付対象事業

　市街地液状化対策事業

　　□都市再生区画整理事業

　　■都市防災推進事業

箇　所　別　調　書

都道府県名  市町村名
箇所

番号
地区名 地区概要等

　事　業　費
備考

２．モデル地区及び磯辺３丁目地区の

モニタリング調査について

54



モニタリング調査位置図(P28) 55

モニタリング調査の方針(P34) 56

CASE1

CASE2

出典：市街地液状化対策推進ガイダンス



計測期間と頻度(P35) 57

CASE1

CASE2

地下水位計(P35) 58

CASE1

CASE2

目的：浚渫土砂質土の地下水位の把握



地盤沈下計(P35) 59

CASE1

CASE2

目的：地下水位の低下に伴う地盤沈下量の把握

間隙水圧計(P36) 60

CASE1

CASE2

目的：地下水位低下に伴う粘性土の間隙水圧の把握



自動計測の例(P36) 61

CASE1

CASE2

観測地点の検討(P37) 62

CASE1

CASE2



モデル地区5-5 断面(P38) 63

CASE1

CASE2

磯辺3丁目地区F-F ,G-G 断面(P39) 64

CASE1

CASE2



モニタリング計画 モデル地区(P40) 65

CASE1

CASE2

モニタリング計画 磯辺3丁目地区(P41) 66

CASE1

CASE2



計画数量表(P42) 67

CASE1

CASE2


